
２０２１年１０月１日　　（４）第８６２号 日本聴力障害新聞＜第三種郵便物認可＞

　
本
紙
１
面
掲
載
の
通
り
、
東
京
五
輪
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

選
出
さ
れ
た
ろ
う
者
た
ち
の
想
い
を
紹
介
し
ま
す
。

歯
科
医
師
の
植
田
真
理
子
で
す
。
口

腔
ケ
ア
と
摂せ
っ

食
し
ょ
く

嚥え
ん

下げ

の
専
門
と
し
て

勤
務
し
30
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
Ｆ

Ｍ
付
の
デ
ジ
タ
ル
補
聴
器
を
装
用
し
て

い
ま
す
。
私
の
経
緯
は
季
刊
み
み
第
１

７
３
号
に
載
せ
て
い
ま
す
。
本
紙
で
は

嚥
下
障
害
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
が
日
本
人
の
死
因
第
３

位
で
、
特
に
高
齢
の
方
で
嚥
下
障
害
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
は
、
舌

筋
群
（
舌
を
動
か
す
筋
肉
）
や
舌
骨
上

筋
群
（
喉
仏
を
動
か
す
筋
肉
）
の
筋
肉

を
働
か
せ
、
食
べ
物
を
口
の
中
で
飲
み

こ
み
や
す
い
形
に
し
て
食
道
か
ら
胃
へ

送
り
込
み
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
全
身
的
な
病
気
や

認
知
症
、
骨
折
等
に
合
併
す
る
こ
と
も

多
く
、
長
引
く
微
熱
、
咳
・
痰
と
呼
吸

回
数
の
増
加
、
息
苦
し
さ
、
更
に
認
知

症
の
発
症
等
の
併
発
で
誤
嚥
性
肺
炎
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
絶
対
安
静

筋
肉
が
加
齢
に
よ
り
弱
ま
っ
て
し
ま
う

と
、
嚥
下
障
害
に
な
り
、
上
手
く
飲
み

込
め
な
く
な
り
ま
す
。
水
分
補
給
の
際

に
ム
セ
や
す
く
な
っ
た
り
、
食
事
量
が

減
っ
て
、
低
栄
養
の
状
態
に
な
っ
て
し

や
禁
食
等
に
よ
り
体
の
機
能
が
衰
え
る

と
、
ま
す
ま
す
廃
用
性
症
候
群
（
筋
肉

や
関
節
等
が
萎
縮
す
る
こ
と
）
に
な
り

ま
す
。
徐
々
に
気
道
を
防
御
す
る
力
が

無
く
な
り
、
咳
払
い
が
で
き
な
く
な

り
、
肺
炎
を
繰
り
返
し
、
食
べ
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
に
よ
り
最
終
的
に
経
鼻
経

管
栄
養
か
ら
胃い

瘻ろ
う

（
胃
内
に
管
を
通

し
、
食
物
や
医
薬
品
等
を
流
入
さ
せ
投

与
）
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
毎
日
、
食
前

に
舌
や
口
、
喉
の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
病
院
で
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
舌
を
前
後
左
右
に
動
か
し
て
、

口
す
ぼ
め
と
頬
の
膨
ら
ま
し
体
操
、
深

呼
吸
、
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
声
を
出
す

こ
と
。
特
に
、
口
や
顔
の
筋
肉
を
大
い

に
使
っ
た
表
情
豊
か
な
手
話
ト
ー
ク
が

効
果
的
で
す
。
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
♪

寄 稿

医
療
・
福
祉
現
場
で
働
く

�

聞
こ
え
な
い
人
た
ち
の

-７-

声

毎
日
、食
前
に
口こ

う

腔く
う

を

動
か
し
、健
康
の
維
持
を

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
坂

戸
ろ
う
学
園
が
「
第
６
回
高
校

生
万
葉
短
歌
バ
ト
ル
in
髙
岡

（
富
山
県
高
岡
市
他
が
主
催
）
」

に
初
出
場
し
（
30
校
68
チ
ー
ム

が
応
募
）
、
８
月
22
日
の
本
選

で
３
位
の
入
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。
本
選
に
は
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
全
国
８
チ
ー
ム
24
人
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
白
熱
し
た
競
技
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

３
人
が
短
歌
６
首
を
出
品
し
、

交
替
で
詠
み
手
、
批
評
家
（
自

ら
の
歌
を
褒
め
称
え
、
対
戦
相

手
の
歌
を
批
評
す
る
）
を
担
当
。

「
窓
」
を
題
材
に
し
た
準
決
勝

で
同
校
が
詠
ん
だ
歌
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
き
こ
え
る
世
界
と
の
壁
、

ときどきは誤解の中で
新しく伝わる世界は

わたくしの虹

幻の名作
吉瀬さん作

短歌の技術を競う大会に
埼玉県立
特別支援学校
坂戸ろう学園

大
阪
協
会
が
２
次
署
名
提
出

逸
失
利
益
、是
正
の
方
向
へ

安優香さん
事故死訴訟

大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
は

「
安
優
香
さ
ん
事
故
死
訴
訟
」

に
公
正
判
決
を
求
め
る
２
次
署

名
運
動
を
９
月
８
日
に
締
め
切

り
ま
し
た
。
署
名
数
は
７
２
４

６
筆
と
な
り
、
１
次
署
名
と
合

わ
せ
て
10
万
８
９
３
１
筆
と
な

り
ま
し
た
。
９
月
29
日
に
第
９

回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
る
の
に

先
立
ち
、
同
会
は
、
井
出
安
優

香
さ
ん
の
両
親
と
と
も
に
同
月

22
日
に
大
阪
地
方
裁
判
所
へ
提

出
し
ま
し
た
。

安
優
香
さ
ん
が
生
涯
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
は
ず
の
収
入
「
逸

失
利
益
」
に
つ
い
て
、
被
告
側

は
こ
れ
ま
で
「
き
こ
え
る
女
性

の
40
％
」
と
主
張
し
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
、「
算
定
基
準
は

２
０
１
８
年
当
時
の
聴
覚
障
害

者
の
平
均
賃
金
２
９
４
万
７
０

０
０
円
」
と
の
主
張
を
し
始
め

て
い
ま
す
。
原
告
側
が
反
論
し

て
い
る
金
額
「
同
年
の
全
労
働

者
の
平
均
賃
金
４
９
７
万
２
０

０
０
円
」
の
割
合
か
ら
「
全
労

働
者
の
約
59
％
」
と
な
り
、「
全

て
の
女
性
の
平
均
賃
金
の
40
％
」

か
ら
主
張
を
変
更
し
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
近
年
の
法
整

備
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
、「
い
の
ち
」
に

「
約
59
％
」
と
い
う
値
段
を
つ

け
た
主
張
が
公
正
な
判
断
か
ど

う
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
10
月
３
日
に
滋
賀
県

で
開
催
予
定
の
近
畿
ろ
う
あ
者

大
会
に
お
い
て
、
同
会
の
今
西

伸
行
事
務
局
長
や
父
親
の
井
出

努
さ
ん
が
「
い
の
ち
の
尊
さ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ピ
ー
チ
を

行
う
予
定
で
す
。

趣
味
の
旅
行
で
起
き
た
ハ
プ
ニ

ン
グ
等
に
つ
い
て
の
軽
妙
な
や

り
と
り
で
笑
い
を
誘
い
、
家
族

で
手
話
表
現
や
話
し
方
等
に
つ

い
て
白
熱
し
た
議
論
を
繰
り
広

げ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
ト
ー
ク

さ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
（
右
写
真
）
。

参
加
者
は
学
び
、
共
感
す
る

こ
と
し
き
り
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
仲
間
と
再
会
し
、
久
々
の

笑
い
で
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

れ
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
開
会
に
あ
た
っ
て
県

協
会
の
村
上
武
志
理
事
長
が
２

０
２
４
年
に
県
で
「
世
界
ろ
う

者
水
泳
選
手
権
短
水
路
大
会
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
、

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

デ
フ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

那
須
父
娘
の
ト
ー
ク

２７２人
奈良県

当
会
の
目
的
は
、
全
国
の
難
聴
者
等

へ
の
施
策
の
充
実
・
普
及
の
た
め
の
諸

事
業
や
難
聴
者
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
等
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を

行
い
、
障
害
者
の
社
会
的
地
位
の
向
上

と
福
祉
の
増
進
及
び
社
会
参
加
の
促
進

に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
１
９
９
１
年

に
社
団
法
人
格
を
取
得
し
、
現
在
は
一

般
社
団
法
人
と
し
て
全
国
の
加
盟
団
体

を
組
織
し
30
年
に
わ
た
る
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
（
現
在
、
約
２
５
０
０
人
の

会
員
を
擁
し
、
理
事
16
人
、
監
事
２

人
）
、
法
人
化
以
降
、
難
聴
者
等
の
た

め
の
人
工
内
耳
装

着
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

当
会
は
障
害
受

容
と
補
聴
援
助
シ
ス
テ
ム
、
要
約
筆
記

事
業
に
関
す
る
啓
発
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
国
連
障
害
者
権

利
条
約
の
採
択
に
向
け
た
活
動
で
は
日

本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）
へ
の

結
集
の
も
と
、
力
を
合
わ
せ
て
進
め
ま

し
た
。
言
語
に
「
文
字
表
記
」
の
一
語

を
入
れ
る
た
め
に
国
連
で
の
ロ
ビ
ー
活

動
を
数
回
展
開
し
、
条
約
案
に
文
言
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
国
際
難
聴
者
連

盟
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
２

０
０
６
年
に
障
害
者
権
利
条
約
が
採
択

さ
れ
、
日
本
も
14
年
に
批
准
し
ま
し

（
一
社
）
全
日
本
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
団
体
連
合
会（
全
難
聴
）

難
聴
者
・

中
途
失
聴
者
へ
の

理
解
を

「
き
こ
え
な
い
、
き
こ
え
に
く
い
」
こ
と
は
外
見
か
ら
見
え
ず
、
ま
し
て

や
話
せ
る
と
、
ひ
と
き
わ
社
会
的
に
理
解
さ
れ
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
12
回
に
わ
た
っ
て
、
難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
（
以
下
「
難
聴

者
等
」）
の
特
性
や
生
活
、
課
題
、
取
り
組
み
の
様
子
等
を
全
難
聴
役
員
に

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。

た
。こ

の
条
約
の
採
択
は
、
当
会
に
と
っ

て
運
動
の
大
き
な
推
進
力
と
な
り
、
要

約
筆
記
事
業
の
拡
充
や
障
害
者
総
合
支

援
法
の
施
行
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
要
約
筆
記
事
業
の
更
な
る
展
開
と

要
約
筆
記
制
度
の
確
立
、
補
聴
器
・
人

工
内
耳
、
補
聴
援
助
シ
ス
テ
ム
等
聴
覚

補
償
の
進
歩
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の

現
在
、
要
約
筆
記
者
派
遣
制
度
は
遠
隔

で
の
通
訳
も
可
能
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
手
話
は
難
聴
者
等
に
と

っ
て
も
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
で
あ
り
、

使
用
し
て
い
る
仲

間
も
多
い
で
す
。

法
人
化
取
得
時

の
30
年
前
、
当
会

が
全
日
本
ろ
う
あ

連
盟
と
初
め
て
会
合
を
持
ち
ま
し
た

が
、
若
輩
者
の
私
は
雲
の
上
の
よ
う
な

方
々
と
お
会
い
し
て
緊
張
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
聴
覚
障
害

者
自
立
支
援
法
対
策
本
部
と
し
て
の
協

同
運
動
を
進
め
、
現
在
は
聴
覚
障
害
者

制
度
改
革
推
進
中
央
本
部
で
活
動
を
と

も
に
し
て
い
ま
す
。

当
会
の
詳
細
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://www.zennancho.or.jp/

 

（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
・

�

佐
野
　
昇
）

奈
良
県
聴
覚
障
害
者
協
会
は

７
月
25
日
に
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
（
橿か
し

原は
ら

市
）
で
デ
フ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
２

７
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス

左から吉瀬さん、佐々木彩乃
さん、佐藤絵梨花さん　　　

キ
ャ
ス
タ
ー

の
那な

須す

英ひ
で

彰あ
き

さ
ん
と
映え

里り

さ
ん
に
よ
る

「
面
白
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
父

娘
バ
ト
ル
」。

補
聴
器
、寄
宿
舎
。
大
会
本
番
、

生
徒
た
ち
は
手
話
で
詠
み
、
大

会
事
務
局
が
依
頼
し
た
手
話
通

訳
を
通
し
て
臨
み
ま
し
た
。

な
お
、「
伝
え
る
」
を
題
に

し
た
決
勝
で
チ
ー
ム
の
１
人
、

吉き

瀬せ

千ち

咲さ
き

さ
ん
（
１
年
）
が
詠

む
予
定
だ
っ
た
句
（
左
上
）
が

審
判
役
の
判
者
の
間
で
「
幻
の

名
作
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

連載

寄
稿
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全
難
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に
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